
平成29年度事務事業一覧表 課名：

清掃総務運営事務事業

1
虫窪スポーツ広場・西久保ゲー
トボール場管理事業

-

2 清掃総務事務事業 ②

3 美化センター維持管理事業 -

4
一般廃棄物処理手数料賦課徴
収事業

-

ごみ収集運搬事業

5 ごみ収集運搬事業 -

ごみ処理事業

6 ごみ処理作業車維持管理事業 -

7 一般廃棄物選別保管処理事業 ④

8 （仮称）リサイクルセンター整備事業 ③

9 し尿収集運搬事業 -

10 し尿処理事業 -

11 し尿処理施設維持整備事業 ③し尿処理施設の機能維持のための機器の補修整備及び定期点検

トラック、重機等の維持管理

臨時職員の雇用、作業研修委託事務、粗大ごみ等の廃棄物運搬・処理業務

（仮称）リサイクルセンター建設に係る施工監理

汲み取りトイレ及び仮設トイレ等のし尿の収集運搬業務

し尿処理施設の維持管理

両施設の維持管理

美化センター運営事務

管理棟の維持管理及び付属施設の維持管理

し尿処理手数料、ごみ処理手数料等の賦課徴収事務

可燃ごみ、資源ごみ等収集運搬、剪定枝収集運搬業務

対象外
項目番
号

美化センター 第１号様式

事業
番号

事業名 内　　容



１.総合計画上の位置づけ

２.事業の概要

■ □ □ □

（a）

（b)

Ｈ 29 年度

①

②

①

②

①

②

実施番号 ― 実施項目名 ―

中施策 ―

個別計画等

行政経営プラン
実施計画事業

―

利用者数（西久保）

利用率（西久保）

３.指標値の推移

千円

利用団体数（虫窪） 回

回

利用日数（虫窪）活動指標

％

日

利用率（虫窪）

利用日数（西久保）

－

24

その他

0.11

千円

1,481

千円

千円

平成27年度
（決算）

1,481

621

全部委託

千円

一部委託あり町職員実施

千円

―

施設係

総合計画実施計画

―

平成28年度
（決算見込）

―

予算事業名

執行体制

1,633

内容
　ごみ焼却処理施設の建設、し尿旧投棄場跡地の地元還元施設として整備した両施設の管理運営
を行う。

係名

第２号様式平成　29　年度事務事業評価シート

　虫窪スポーツ広場及び西久保ゲートボール場の適正な維持管理を行う。

　虫窪地区住民・西久保地区住民

根拠法令・条例等 ―

目的
（何のために）

対象
(誰を・何を)

大施策

清掃総務運営事務事業

成果指標
（達成度等）

事業費内訳

千円

　○虫窪スポーツ広場・西久保ゲートボール場水道料　   19千円
　○虫窪スポーツ広場・西久保ゲートボール場草刈委託　786千円
　○用地借上料　677千円

％

シート作成日

認定番号

平成29年8月15日

1

―

事業番号

事業開始年度

―

事業名 ―

担当課名 美化センター

日

千円

　その他

　起債

　国庫支出金

細分事業名

1,482　直接事業費　

     人 件 費 計 

虫窪スポーツ広場・西久保ゲートボール場管理事業

柱

部門

　一般財源

単位

　県支出金

0.11

1,482

635

職員人数（概算職員数）

9対象指標

事
業
費

　総事業費 (a)+(b)

人

各種指標の実績と見込み、目標
（ 指 標 名 ）

28年度
(実績値)

2,290

（活動量）

単位

(対象者数等）

1,633

0.11

657

26

2

9

2,116

95

1

－

27

2

100

1

27年度
(実績値)

29年度
(見込み又は計画値)

2

89

－

2,103

平成29年度
（予算）

1

9
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４.事務事業の評価
□ ■ □ □

□ ■ □ □

□ ■ □ □

□ □ ■ □

□ □ ■ □

■ Ａ

□ Ｂ

□ Ｃ

□ Ｄ

６.平成30年度事業への取組み状況（改善内容等）　　 平成30年3月29日

　利用状況の確認。

図られていない 図る余地は無い図った

理
由

　地元還元施設を管理するうえで、現場職員が対応するなど、必要最小限の経費で運営して
いる。

その他

①　課題点や改善点

　地元の町民に利用される施設への改善が必要である。
　スポーツ広場、公園等との一元管理することにより効率化を図ることを検討する必要がある。

５.改革・改善の方向性　

担当課による

評価

妥当性、成果、効率性はおおむね良いが、改善の余地がある 評価理由

　利用率は低いが、地元還元施
設として存続が必要な施設であ
る。

事業継続の必要性が低い（休止・廃止）

事業の一部見直しが必要

事業の抜本的な見直しが必要

成
果

得られている おおむね得られている 得られていない

効率的

効
率
性

非効率

・コストの削減
　等を図ったか

・意図した成果
　が得られてい
　るか

・コストに対し
　て効率的か

その他

理
由

　地元還元施設としての利用が図られている。

その他

理
由

　利用率が低い。

おおむね効率的

その他

理
由

　スポーツ広場、公園として広く利活用できる管理運営が必要である。

妥当 おおむね妥当 その他

改善の必要ありおおむね妥当

妥
当
性

・実施主体は
　妥当か 理

由

妥当

・実施手段は
　妥当か

利用者が安全かつ快適に利用できるよう、引き続き、地元の要望に対応するとともに、両施設の適正な管理に努めてい
く。

　一元管理に向け、地元への要望確認・関係課との調整。

③　平成30年度に着手する事項

記入日

　②　平成29年度に着手する事項

　両施設は、地元還元施設のため運営上必要である。

変更の必要あり
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１.総合計画上の位置づけ

２.事業の概要

□ ■ □ □

（a）

（b)

Ｈ 29 年度

①

②

①

②

①

②

成果指標
（達成度等）

床面積あたりの事業費 円 1,143 1,148 3,047

（活動量）

活動指標 事業費 千円 511 513 1,362

(対象者数等）

対象指標 開庁日数 日 310 310 310

事業費内訳 　○需用費　1,001千円
　○役務費　  414千円
　○委託料　　720千円

３.指標値の推移

各種指標の実績と見込み、目標
（ 指 標 名 ）

単位 27年度
(実績値)

28年度
(実績値)

29年度
(見込み又は計画値)

     人 件 費 計 千円 2,985 3,001 2,822

　総事業費 (a)+(b) 千円 3,877 4,472 4,957

　一般財源 千円 136 790 1,563

職員人数（概算職員数） 人 0.50 0.52 0.50

　起債 千円

　その他 千円 756 572 572

　県支出金 千円

事
業
費

　直接事業費　 千円 892 1,471 2,135

　国庫支出金 千円

執行体制 町職員実施 一部委託あり 全部委託 その他

単位
平成27年度
（決算）

平成28年度
（決算見込）

平成29年度
（予算）

目的
（何のために）

　管理棟及び公舎の適正な維持管理を行う。

対象
(誰を・何を)

　管理棟及び公舎

内容 　美化センターの管理棟及び公舎の維持管理を行う。

根拠法令・条例等 ―

個別計画等 ―

行政経営プラン
実施計画事業

実施番号 ― 実施項目名 ―

大施策 ― 事業名 ―

中施策 ―

柱 ― 総合計画実施計画

部門 ― 認定番号 ―

細分事業名 ―
事業番号 3

事業開始年度 昭和52年度

予算事業名 美化センター維持管理事業
担当課名 美化センター

係名 施設係

平成　29　年度事務事業評価シート 第２号様式

シート作成日 平成29年8月15日

15-3



４.事務事業の評価
■ □ □ □

■ □ □ □

□ ■ □ □

□ ■ □ □

□ □ ■ □

■ Ａ

□ Ｂ

□ Ｃ

□ Ｄ

６.平成30年度事業への取組み状況（改善内容等）　　 平成30年3月29日

　ごみ処理広域化に伴い、引き続き、新設等を予定するし尿処理施設の整備の検討。

記入日

 広域施設として整備を予定している「し尿処理施設」の整備状況を踏まえて、美化センター管理棟及び公舎の維持管理
に努めていく。

①　課題点や改善点

　施設の老朽化が進んでいるため、施設の建替え、改修等の検討が必要である。

　②　平成29年度に着手する事項

　ごみ処理広域化に伴い、新設等を予定するし尿処理施設の建設と合わせた整備の検討。

③　平成30年度に着手する事項

事業の抜本的な見直しが必要

事業継続の必要性が低い（休止・廃止）

５.改革・改善の方向性　

図られていない 図る余地は無い その他

理
由

　施設の老朽化が進み修繕を必要とする場所が増えている。

担当課による

評価

妥当性、成果、効率性はおおむね良いが、改善の余地がある 評価理由

事業の一部見直しが必要

　美化センターを運営していく
うえで、必要な施設である。

効
率
性

・コストに対し
　て効率的か

効率的 おおむね効率的 非効率 その他

理
由

　必要最小限の経費で維持管理を行っている。

・コストの削減
　等を図ったか

図った

成
果

・意図した成果
　が得られてい
　るか

得られている おおむね得られている 得られていない その他

理
由

　事務に支障なく施設管理ができている。

　施設管理者が維持管理することが妥当である。

・実施手段は
　妥当か

妥当 おおむね妥当 改善の必要あり その他

理
由

　美化センター運営には必要不可欠である。

妥
当
性

・実施主体は
　妥当か

妥当 おおむね妥当 変更の必要あり その他

理
由
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１.総合計画上の位置づけ

２.事業の概要

■ □ □ □

（a）

（b)

Ｈ 29 年度

①

②

①

②

①

②

平成　29　年度事務事業評価シート 第２号様式

シート作成日 平成29年8月15日

―

予算事業名 一般廃棄物処理手数料賦課徴収事業
担当課名 美化センター

係名 施設係

事業番号 4

事業開始年度

柱 ― 総合計画実施計画

部門 ― 認定番号 ―

細分事業名 ―

大施策 ― 事業名 ―

中施策 ―

根拠法令・条例等 ―

個別計画等 ―

行政経営プラン
実施計画事業

実施番号 ― 実施項目名 ―

目的
（何のために）

　町民生活の公衆衛生の向上

対象
(誰を・何を)

　し尿、ごみ及び動物等の処理を依頼する町民等

内容 　し尿、ごみ及び動物の死体等の処理手数料の賦課徴収を行う。

執行体制 町職員実施 一部委託あり 全部委託 その他

単位
平成27年度
（決算）

平成28年度
（決算見込）

平成29年度
（予算）

事
業
費

　直接事業費　 千円 695 609 748

　国庫支出金 千円

　県支出金 千円

　起債 千円

　その他 千円

　一般財源 千円 695 609 748

職員人数（概算職員数） 人 0.36 0.36 0.66

     人 件 費 計 千円 2,149 2,078 3,724

　総事業費 (a)+(b) 千円 2,844 2,687 4,472

事業費内訳 　○賦課徴収事務消耗品代　   ８千円
　○賦課徴収事務印刷製本費　510千円
　○賦課徴収事務手数料　    230千円

３.指標値の推移

各種指標の実績と見込み、目標
（ 指 標 名 ）

単位 27年度
(実績値)

28年度
(実績値)

29年度
(見込み又は計画値)

対象指標 汲み取り賦課件数 件 257 235 213

(対象者数等）

活動指標 汲み取り賦課件数 件 257 235 213

（活動量）

成果指標
（達成度等）

徴収率 ％ 99 99 99
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４.事務事業の評価
■ □ □ □

■ □ □ □

□ ■ □ □

□ □ ■ □

□ □ ■ □

■ Ａ

□ Ｂ

□ Ｃ

□ Ｄ

６.平成30年度事業への取組み状況（改善内容等）　　

妥
当
性

・実施主体は
　妥当か

妥当 おおむね妥当 変更の必要あり その他

理
由

　賦課・徴収は町職員の実施が妥当である。

・実施手段は
　妥当か

妥当 おおむね妥当 改善の必要あり その他

理
由

　賦課・徴収は町職員の実施が妥当である。

成
果

・意図した成果
　が得られてい
　るか

得られている おおむね得られている 得られていない その他

理
由

　し尿処理手数料の徴収率維持が図られている。

効
率
性

・コストに対し
　て効率的か

効率的 おおむね効率的 非効率 その他

理
由

　し尿処理手数料は徴収件数が少ないが、労力を必要とする事務である。

・コストの削減
　等を図ったか

図った 図られていない 図る余地は無い その他

理
由

　必要経費のみを計上している。

担当課による

評価

妥当性、成果、効率性はおおむね良いが、改善の余地がある 評価理由

事業の一部見直しが必要

　徴収率の維持が図られてい
る。

事業の抜本的な見直しが必要

事業継続の必要性が低い（休止・廃止）

５.改革・改善の方向性　

　美化センター各種手数料滞納整理実施計画に基づき、夜間徴収等を実施する。

記入日

　し尿、ごみ及び動物の死体等の処理手数料の賦課徴収を適正に行うとともに、現年度を中心とした計画的な滞納整理
に努めていく。し尿処理システムの円滑な変更に努め、確実な運用ができるよう調整を図る。

①　課題点や改善点

　町外への転出者等に対する、対応の検討が必要である。

　②　平成29年度に着手する事項

　美化センター各種手数料滞納整理実施計画に基づき、夜間徴収等を実施する。

③　平成30年度に着手する事項

平成30年3月29日
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１.総合計画上の位置づけ

２.事業の概要

□ □ ■ □

（a）

（b)

Ｈ 29 年度

①

②

①

②

①

②

実施番号 ― 実施項目名 ―

成果指標
（達成度等）

１t当たりの収集経費 円 26,200 26,200 26,000

（活動量）

活動指標 委託収集量 ｔ 8,550 8,527 8,527

(対象者数等）

対象指標 人口 人 32,377 31,497 31,452

事業費内訳
　○可燃ごみ収集運搬委託料　144,000千円
　○資源ごみ等収集運搬委託料　77,800千円

３.指標値の推移

各種指標の実績と見込み、目標
（ 指 標 名 ）

単位 27年度
(実績値)

28年度
(実績値)

29年度
(見込み又は計画値)

     人 件 費 計 千円 4,775 4,618 3,950

　総事業費 (a)+(b) 千円 228,303 227,336 225,750

　一般財源 千円 223,528 222,718 221,800

職員人数（概算職員数） 人 0.80 0.80 0.70

　起債 千円

　その他 千円

　県支出金 千円

事
業
費

　直接事業費　 千円 223,528 222,718 221,800

　国庫支出金 千円

執行体制 町職員実施 一部委託あり 全部委託 その他

単位
平成27年度
（決算）

平成28年度
（決算見込）

平成29年度
（予算）

目的
（何のために）

　排出された廃棄物を適正に収集することにより、衛生的な生活環境の保全を図る。

対象
(誰を・何を)

　全町民

内容
　一般家庭から排出される可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみ等を委託により適性かつ効率的に収集
する。

根拠法令・条例等 　廃棄物の処理及び清掃に関する法律

個別計画等 ―

行政経営プラン
実施計画事業

大施策 ― 事業名 ―

中施策 ―

柱 ― 総合計画実施計画

部門 ― 認定番号 ―

細分事業名
事業開始年度

昭和53年度（不燃ごみ）
昭和60年度（可燃ごみ）

予算事業名 ごみ収集運搬事業
担当課名 美化センター

係名 施設係

ごみ収集運搬事業
事業番号 5

平成　29　年度事務事業評価シート 第２号様式

シート作成日 平成29年8月15日
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４.事務事業の評価
■ □ □ □

■ □ □ □

■ □ □ □

■ □ □ □

□ □ ■ □

■ Ａ

□ Ｂ

□ Ｃ

□ Ｄ

６.平成30年度事業への取組み状況（改善内容等）　　 平成30年3月29日

　（仮称）大磯町リサイクルセンター（平成30年度稼動予定）稼動後は、運用面を踏まえ効率的な収集運搬体制の再構
築を図るとともに、高齢化に対応した収集体制の見直しを行う。

記入日

事業の抜本的な見直しが必要

事業継続の必要性が低い（休止・廃止）

　リサイクルセンターの運用開始に伴い運搬先に変更が生じるため、確実かつ効率的な収集運搬が行えるよう調整を進
めていく。また、引き続き、超高齢化社会を視野に入れた収集運搬体制の見直しを検討する。

①　課題点や改善点

　（仮称）大磯町リサイクルセンター（平成30年度稼動予定）稼動後は、可燃ごみ、ペットボトル、不燃ごみが、大磯
町美化センターへ搬入となるため、効率的な収集体制の見直し、また、高齢化に伴う戸別収集などの収集方法の検討が
必要となる。

　②　平成29年度に着手する事項

　（仮称）大磯町リサイクルセンター（平成30年度稼動予定）稼動後は、可燃ごみ、ペットボトル、不燃ごみが大磯町
美化センターへ搬入となるため、収集体制の見直しを行う。

③　平成30年度に着手する事項

５.改革・改善の方向性　

図られていない 図る余地は無い その他

理
由

　広域処理に係る必要最小限の経費のみを計上している。

担当課による

評価

妥当性、成果、効率性はおおむね良いが、改善の余地がある 評価理由

事業の一部見直しが必要

　委託業務により、効率的に収
集が実施されている。

効
率
性

・コストに対し
　て効率的か

効率的 おおむね効率的 非効率 その他

理
由

　委託業務により、効率的に収集が実施されている。

・コストの削減
　等を図ったか

図った

成
果

・意図した成果
　が得られてい
　るか

得られている おおむね得られている 得られていない その他

理
由

　委託業務により、効率的に収集が実施されている。

　委託業務により、効率的に収集が実施されている。

・実施手段は
　妥当か

妥当 おおむね妥当 改善の必要あり その他

理
由

　委託業務により、効率的に収集が実施されている。

妥
当
性

・実施主体は
　妥当か

妥当 おおむね妥当 変更の必要あり その他

理
由
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１.総合計画上の位置づけ

２.事業の概要

□ ■ □ □

（a）

（b)

Ｈ 29 年度

①

②

①

②

①

②

平成　29　年度事務事業評価シート 第２号様式

シート作成日 平成29年8月15日

―

予算事業名 ごみ処理事業
担当課名 美化センター

係名 施設係

事業番号 6

事業開始年度

柱 ― 総合計画実施計画

部門 ― 認定番号 ―

細分事業名 ごみ処理作業車維持管理事業

大施策 ― 事業名 ―

中施策 ―

根拠法令・条例等 　道路運送車両法

個別計画等 ―

行政経営プラン
実施計画事業

実施番号 ― 実施項目名 ―

目的
（何のために）

　ごみ処理作業車の適正な維持管理を行う。

対象
(誰を・何を)

　ごみ処理作業車の維持管理

内容 　美化センターが所有するごみ処理作業車の法定点検・日常点検等の維持管理を行う。

執行体制 町職員実施 一部委託あり 全部委託 その他

単位
平成27年度
（決算）

平成28年度
（決算見込）

平成29年度
（予算）

事
業
費

　直接事業費　 千円 7,750 7,766 7,817

　国庫支出金 千円

　県支出金 千円

　起債 千円

　その他 千円

　一般財源 千円 7,750 7,766 7,817

職員人数（概算職員数） 人 0.16 0.16 0.06

     人 件 費 計 千円 955 924 339

　総事業費 (a)+(b) 千円 8,705 8,690 8,156

事業費内訳 　○燃料費　          766千円　　　○重機借上料　  4,640千円
　○車検等修繕料  　1,200千円　　  ○公用車リース料　839千円
　○自動車損害保険料　323千円
　○自動車重量税　     49千円

３.指標値の推移

各種指標の実績と見込み、目標
（ 指 標 名 ）

単位 27年度
(実績値)

28年度
(実績値)

29年度
(見込み又は計画値)

対象指標 車両台数 台 9 9 9

(対象者数等）

活動指標 点検日数 日 310 310 310

（活動量）

成果指標
（達成度等）

整備車両台数 台 9 9 9
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４.事務事業の評価
■ □ □ □

■ □ □ □

□ ■ □ □

□ ■ □ □

□ □ ■ □

■ Ａ

□ Ｂ

□ Ｃ

□ Ｄ

６.平成30年度事業への取組み状況（改善内容等）　　

妥
当
性

・実施主体は
　妥当か

妥当 おおむね妥当 変更の必要あり その他

理
由

　車両維持管理上で必要な法定点検、修繕であり妥当である。

・実施手段は
　妥当か

妥当 おおむね妥当 改善の必要あり その他

理
由

　車両維持管理上で必要な法定点検、修繕であり妥当である。

成
果

・意図した成果
　が得られてい
　るか

得られている おおむね得られている 得られていない その他

理
由

　車両の安全運転を鑑み、点検等の完全実施と必要最小限の整備を図っている。

効
率
性

・コストに対し
　て効率的か

効率的 おおむね効率的 非効率 その他

理
由

　取得から年数が経過している車両が多いため各箇所に劣化が多く整備・修理費が高い。

・コストの削減
　等を図ったか

図った 図られていない 図る余地は無い その他

理
由

　車両維持管理上で必要な法定点検、修繕を行う。

担当課による

評価

妥当性、成果、効率性はおおむね良いが、改善の余地がある 評価理由

事業の一部見直しが必要
　車両を安全に走行するうえで
の点検整備を行っているが、車
両の老朽化による修繕が発生し
ている。

事業の抜本的な見直しが必要

事業継続の必要性が低い（休止・廃止）

５.改革・改善の方向性　

　美化センターの管理運営に必要な車両等の再検討を行う。合わせて、災害時に廃棄物所管課として活動できる整備を
行う。

記入日

　リサイクルセンターの稼働に伴い、さらなる適正管理の徹底と維持管理費の削減に努めていく。

①　課題点や改善点

　（仮称）大磯町リサイクルセンター（平成30年度稼動予定）稼動に伴い、必要車両等の検討が必要となる。

　②　平成29年度に着手する事項

　（仮称）大磯町リサイクルセンター（平成30年度稼動予定）稼動に向け、必要車両等の検討を行う。

③　平成30年度に着手する事項

平成30年3月29日
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１.総合計画上の位置づけ

２.事業の概要

□ □ ■ □

（a）

（b)

Ｈ 29 年度

①

②

①

②

①

② 97,200

成果指標
（達成度等）

し尿収集回数 回 1 1 1

１kℓあたりの収集経費 円 98,900 96,438

（活動量） し尿収集量 kℓ 426 434 430

活動指標 延べ汲み取り世帯数・事業所数 世帯 3,190 3,127 3,100

(対象者数等） し尿収集量 kℓ 426 434 430

対象指標 汲み取り世帯数・事業所数 世帯 257 235 253

事業費内訳
　○し尿収集運搬委託料　41,800千円

３.指標値の推移

各種指標の実績と見込み、目標
（ 指 標 名 ）

単位 27年度
(実績値)

28年度
(実績値)

29年度
(見込み又は計画値)

     人 件 費 計 千円 2,985 2,886 3,104

　総事業費 (a)+(b) 千円 44,911 44,740 44,904

　一般財源 千円 39,173 39,400 38,997

職員人数（概算職員数） 人 0.50 0.50 0.55

　起債 千円

　その他 千円 2,753 2,454 2,803

　県支出金 千円

事
業
費

　直接事業費　 千円 41,926 41,854 41,800

　国庫支出金 千円

執行体制 町職員実施 一部委託あり 全部委託 その他

単位
平成27年度
（決算）

平成28年度
（決算見込）

平成29年度
（予算）

目的
（何のために）

　し尿を適正に収集することにより、公衆衛生の向上を図る。

対象
(誰を・何を)

　汲み取り式便所の町民、事業者等

内容 　一般家庭及び事業所等から排出される、し尿を委託により適性かつ効率的に収集する。

根拠法令・条例等 　廃棄物の処理及び清掃に関する法律

個別計画等 ―

行政経営プラン
実施計画事業

実施番号 ― 実施項目名 ―

大施策 ― 事業名 ―

中施策 ―

柱 ― 総合計画実施計画

部門 ― 認定番号 ―

細分事業名 ―
事業番号 9

事業開始年度 ―

予算事業名 し尿収集運搬事業
担当課名 美化センター

係名 施設係

平成　29　年度事務事業評価シート 第２号様式

シート作成日 平成29年8月15日
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４.事務事業の評価
■ □ □ □

■ □ □ □

□ ■ □ □

□ □ ■ □

□ □ ■ □

■ Ａ

□ Ｂ

□ Ｃ

□ Ｄ

６.平成30年度事業への取組み状況（改善内容等）　　 平成30年3月29日

　なし。

記入日

　一般家庭及び事業所から排出されるし尿を委託することにより、適性かつ効率的な収集運搬に努めていく。

①　課題点や改善点

　公共下水道整備の推進に伴い、対象世帯が減少傾向にあり年々事業が縮小されている。し尿収集運搬事業の適正化、
安定化を図る必要がある。

　②　平成29年度に着手する事項

　なし。

③　平成30年度に着手する事項

事業の抜本的な見直しが必要

事業継続の必要性が低い（休止・廃止）

５.改革・改善の方向性　

図られていない 図る余地は無い その他

理
由

　収集に係る必要最小限の経費のみを計上している。

担当課による

評価

妥当性、成果、効率性はおおむね良いが、改善の余地がある 評価理由

事業の一部見直しが必要
　収集対象世帯の減少により、
収集の効率性が低くなってい
る。

効
率
性

・コストに対し
　て効率的か

効率的 おおむね効率的 非効率 その他

理
由

　収集対象世帯の減少により、収集の効率性が低くなっている。

・コストの削減
　等を図ったか

図った

成
果

・意図した成果
　が得られてい
　るか

得られている おおむね得られている 得られていない その他

理
由

　原則１ヶ月に１回収集しており、対象者の要望に対応している。

　全面委託で実施している。

・実施手段は
　妥当か

妥当 おおむね妥当 改善の必要あり その他

理
由

　全面委託で実施している。

妥
当
性

・実施主体は
　妥当か

妥当 おおむね妥当 変更の必要あり その他

理
由
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１.総合計画上の位置づけ

２.事業の概要

□ □ ■ □

（a）

（b)

Ｈ 29 年度

①

②

①

②

①

②

成果指標
（達成度等）

１kℓあたりの処理経費 円 7,404 7,525 8,371

（活動量）

活動指標 し尿及び浄化槽汚泥処理量 kℓ 8,574 7,958 7,500

(対象者数等）

対象指標 し尿及び浄化槽人口 人 13,177 12,622 12,000

事業費内訳 　○消耗品　11,000千円　　○光熱水費　21,600千円     ○修繕費　          900千円
　○手数料 　2,031千円　　○委託料  　26,957千円     ○使用料及び賃借料　215千円
　○原材料費  　80千円

３.指標値の推移

各種指標の実績と見込み、目標
（ 指 標 名 ）

単位 27年度
(実績値)

28年度
(実績値)

29年度
(見込み又は計画値)

     人 件 費 計 千円 1,194 1,732 1,129

　総事業費 (a)+(b) 千円 64,674 61,615 63,912

　一般財源 千円 26,551 32,092 31,321

職員人数（概算職員数） 人 0.20 0.30 0.20

　起債 千円

　その他 千円 36,929 27,791 31,462

　県支出金 千円

事
業
費

　直接事業費　 千円 63,480 59,883 62,783

　国庫支出金 千円

執行体制 町職員実施 一部委託あり 全部委託 その他

単位
平成27年度
（決算）

平成28年度
（決算見込）

平成29年度
（予算）

目的
（何のために）

　し尿及び浄化槽汚泥を適正に処理することにより、公衆衛生の向上を図る。

対象
(誰を・何を)

　し尿及び浄化槽世帯、事業所

内容
　町内より収集されたし尿及び浄化槽汚泥をし尿処理施設において適正に中間処理を行うととも
に、施設の運転及び維持管理を実施する。また、中間処理により発生した汚泥等については、平
塚市ごみ焼却施設で処理する。

根拠法令・条例等 　廃棄物の処理及び清掃に関する法律

個別計画等 ―

行政経営プラン
実施計画事業

実施番号 ― 実施項目名 ―

大施策 ― 事業名 ―

中施策 ―

柱 ― 総合計画実施計画

部門 ― 認定番号 ―

細分事業名 ―
事業番号 10

事業開始年度 昭和52年度

予算事業名 し尿処理事業
担当課名 美化センター

係名 施設係

平成　29　年度事務事業評価シート 第２号様式

シート作成日 平成29年8月15日
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４.事務事業の評価
□ ■ □ □

□ ■ □ □

■ □ □ □

□ ■ □ □

□ □ ■ □

■ Ａ

□ Ｂ

□ Ｃ

□ Ｄ

６.平成30年度事業への取組み状況（改善内容等）　　 平成30年3月29日

　既存施設の適正管理や新設等について、平塚市と施設の処理規模や公共下水道の進捗を踏まえ、引き続き、検討・調
整を行う。

記入日

　し尿及び浄化槽汚泥を適正に処理するため、し尿処理施設の運営業者と連携を密にし、適正な施設運営に努めてい
く。
　広域処理施設として整備予定の「し尿処理施設」の処理規模等について、１市１町のし尿・浄化槽汚泥のくみ取り量
の推移を整理するとともに、処理方式等の検討を行う。

①　課題点や改善点

　施設の老朽化が進んでいる中、ごみ処理広域化で平塚市のし尿、浄化槽汚泥の受入を行っており、設備を適正に維持
管理するためには整備計画を立て、計画的に整備していく必要がある。

　②　平成29年度に着手する事項

　し尿及び浄化槽汚泥を適正に処理するため、し尿処理施設の運営管理を民間業者に全面委託し、適正な施設運営に努
めていく。
　また、精密機能検査の結果と、受入を行っている大磯町と平塚市のし尿・浄化槽汚泥のくみ取り量の推移を踏まえ、
既存施設の適正管理や新設等について、施設の処理規模や公共下水道の進捗を踏まえて検討・調整を行う。

③　平成30年度に着手する事項

事業の抜本的な見直しが必要

事業継続の必要性が低い（休止・廃止）

５.改革・改善の方向性　

図られていない 図る余地は無い その他

理
由

　施設の運営に係る必要最小限の経費のみを計上している。

担当課による

評価

妥当性、成果、効率性はおおむね良いが、改善の余地がある 評価理由

事業の一部見直しが必要

　適正に処理を行っているが、
施設の老朽化が進んでいる。

効
率
性

・コストに対し
　て効率的か

効率的 おおむね効率的 非効率 その他

理
由

　施設の処理能力に合わせた施設運営を行っている。

・コストの削減
　等を図ったか

図った

成
果

・意図した成果
　が得られてい
　るか

得られている おおむね得られている 得られていない その他

理
由

　し尿及び浄化槽汚泥の全量をし尿処理施設で適正に処理している。

　委託業務により、適切な処理がされている。

・実施手段は
　妥当か

妥当 おおむね妥当 改善の必要あり その他

理
由

　委託業務により、適切な処理がされている。

妥
当
性

・実施主体は
　妥当か

妥当 おおむね妥当 変更の必要あり その他

理
由
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